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お詫びと訂正 
 

株式会社みらい 
 

 このたびは、『みらいスポーツライブラリー 運動生理学』をお買い上げいただきまして誠
にありがとうございました。本書に以下の通り誤りがございました。訂正させていただきま
すとともに、ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。 
 
■訂正箇所 

該当箇所 正 
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本文 
下から 5 行目 

体温計で測定する体温は私たちの身
体内部の温度である核心温度の指標
であり、ヒトの核心温度は約 37℃に
保たれている。一方、サーモグラフ
ィなどによって測定される体温は皮
膚表面の温度であり、外殻温度と呼
ばれる。核心温度はおよそ一定に保
たれているのに対して、外殻温度は
環境の変化に 
よって大きく変化する（ 図 9－1 ）。 

食道温や直腸温などは私たちの身体
内部の温度である核心温度の指標で
あり、 ヒトの核心温度は約 37℃に保
たれている。一方、 皮膚温や筋温な
どの身体表面に近い部位の温度は 外
殻温度と呼ばれる。核心温度が一定に
保たれているのに対して、外殻温度は
環境の変化によって大きく変化する。
また、身体中心部に近い特定の部位の
外殻温度は核心温度に近い値を示す
ため、脇に挟んで測る腋窩温などは核
心温度の指標として用いる場合もあ
る（図 9－1） 
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核心温度と外殻温度で分かれる。 
（吹き出しは２つ） 

 
 

核心温度と外殻温度で分かれない。 
（吹き出しは１つ） 
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訂正および正誤等の追加情報は小社書籍サポートページにてご確認いただけます。 


